


１ 単元名  連立方程式【第２学年、「Ａ(２) 連立二元一次方程式」】 

 

２ 単元について 

 小学校では、第４学年に、求めたい数量を□、△などを用いて表し、その関係を式に表した

り、□、△などに数を当てはめて調べたりした。また、第６学年では、数量を表す言葉や□、

△などの代わりに、aやＸなどの文字を用いて表し、文字の使用に次第に慣れさせることや、計

算によって式の中の文字に当てはまる数を求められるようにした。これを受けて、中学校の第

１学年では、文字を用いて数量などの関係や法則を式に表すことによって、一般的かつ簡潔に

表現することができると学んだ。さらに、方程式の意味やその解の意味について理解するとと

もに、等式の性質を用いて、一元一次方程式を解き、問題解決に役立てられることも学習した。

しかし、この一元一次方程式は、文字の数が一つに制限され、未知の数量が複数ある場合には、

数量の間の関係を文字を用いて式を簡潔に表現することが容易ではないときもある。そこで、

文字をもう一つ用いて未知の数量を表し、文字を２種類使う二元一次方程式を用いることで、

捉えやすくなる。そして、活用場面もこれまで以上に広がっていくことになる。また、連立方

程式の学習を通して、二つの条件を満たす解を求めるという考え方、さらには、文字を消去し

て一元一次方程式に帰着させ、連立方程式を解くという考え方を習得していく過程を通して、

数学的に考察していくことのよさを感じさせることが可能になると考える。 

 本時の授業では、二元一次方程式を成り立たせる二つの文字Ｘ、Ｙの値の組が、二元一次方

程式の解であることを理解できるようにする。また、変数Ｘ、Ｙの変域が整数全体など、与え

られた条件によって解の個数が変わっていくことで、二元一次方程式の解は一つとは限らず、

一元一次方程式の解が一つであったこととは異なることを、既習の一元一次方程式と対比させ

ながら理解できるようにする。 

 

３ 生徒の実態 

（１）調査結果の分析 

・アンケート（２２人に実施） 

①数学は好きですか。 

  

好き      ４人      まあまあ好き    ６人 

やや嫌い    ９人      嫌い        ３人 

 

②数学は役に立つと思いますか。 

 

役立つ         ９人      まあまあ役立つ   １２人 

あまり役立たない    １人      役立たない      ０人 

 

③数学の内容に興味を持って授業に取り組んでいますか。 

  

できている        ４人      まあまあできている   １０人 

 あまりできていない    ８人      できていない       ０人 

  

  

 

 



 ・問題調査(２２人に実施) 

 ① 方程式 Ｘ－８＝５ を解きなさい。 

  

 正答   １９人      誤答例  －４０ 

  

 ② 方程式 ７Ｘ－２＝６＋３Ｘ を解きなさい。 

  

 正答   １５人      誤答例  ４Ｘ＝８ 、 １０Ｘ＋４ 

  

 ③ Ｙ本の鉛筆をＸ人に３本ずつ配ったら、４本余った。等式で表しなさい。 

 

正答   １２人      誤答例  ３Ｘ＋４ 、 Ｙ＝３Ｘ－４ 、Ｙ＝３×Ｘ＋４ 

 

④１個１５０円のももと１個１２０円のりんごを、あわせて１５個買うと、２０１０円でし

た。買ったももの個数をＸとして方程式を作りなさい。 

  

 正答    ９人      誤答例 ７ 、 １５０Ｘ＋１２０Ｘ＝２０１０ 

 

・アンケートの結果から 

  数学が好きかという質問に半数が好きと回答し、もう半数が嫌いとの回答だった。しかし、

数学が役に立つかという質問では、ほとんどの生徒が役に立つと回答している。これは、数

学自体は苦手意識を持っているが、日常生活の中で数学の要素を感じる場面や、数学的な考

え方を用いると有効な場面があると感じている生徒が多いと読み取ることができる。また、

数学の内容に興味を持って取り組んでいるかという質問では、半数以上の生徒ができている

と回答している。身の周りにある数学と関連付けようとしている生徒が多いことが読み取れ

る。苦手意識のある生徒へは、わかる喜びや、できる楽しさを伝えていき、数学の有用性も

感じてほしい。そのために、日常の授業から身近なもので例えるなどして工夫する。 

  

・問題調査の結果から 

  ①はほとんどの生徒が解答することができていた。中には、－８をどうにかする意識はあ

るが、移行せずにかけ算してしまう生徒もいた。方程式の言葉の意味なども伝えていきたい。

②になると少し正答率が低下した。同類項でまとめようとする生徒や、途中で終わってしま

う生徒などがいた。こちらも、方程式の言葉の意味などを併せて伝えていく。③では、文章

から読み取る必要があるので、正答率が半数ほどまで低下した。簡単なミスが目立った部分

でもあるので、文章は読み取れているという印象がある。等式の意味や、文字があるかけ算

のルールなどを改めて伝えていく。④は正答率が半数以下になってしまった。誤答例を見る

と、わからない数量が２つあると気付いた生徒はいると感じた。表現の仕方の１つとして、

全体の数からわからない数を引くと、そのわからない数を用いて、もう一方の数量を表すこ

とができることを復習したい。 

 

 

 

 

 



（２）授業展開学級について 

  ２年Ｂ組は、男子１３名、女子１１名の計２４名の学級である。学級の雰囲気としては、

元気で明るい生徒が多い。男子の中に、時々騒がしくなってしまう生徒が数名いる。しか

し、その生徒たちの発言で、授業が良い方向へ展開する場面もあるので積極的な取り組みに

つながるようにさせたい。女子は、ほとんどの生徒が集中して授業を受けている。また、全

体的に、「わかっているけど自信がなくて発表できない」という生徒が多く、挙手させる場

面では、決まった生徒に偏ってしまう傾向にある。指名する機会も取り入れながら、多くの

生徒が発言する場を設けたい。さらに、勉強が得意な生徒と苦手な生徒の差が大きいので、

授業をする際には、早く解き終わった人などに＋αの問題も用意したり、周囲の困っている

人をサポートするなど工夫したい。併せて、机間指導の際には、全体の課題への取り組みの

進行具合をこまめに確認し、つまずいている生徒には丁寧に個別指導を行っていきたい。 

 

４ 「対話的な学び」の視点に立った授業改善について 

 対話的な学びとは、子供同士の協働、教職員との対話、先哲の考え方を手掛かりに、考える

こと等を通じ、自己の考えを広げ深めることである。今回、対話的な学びのためにグループで

の学習を行う。４人１組で６つの班作った。生徒たちが、図や問題文を参考にして、自分の考

えを言葉で説明するなどの、色々な見方や考え方を共有する場面を設けた。生徒が「わからな

い」と言うところには、数学的な視点、着眼点、数学的な思考の部分が隠れている。1人の「わ

からない」を、グループで協働することで、新たな考え方や解決策を発見することにつながる。

さらに、自己の考えを深めていくことにも大きくつなげることができる。 

 

５ 単元の目標 

（１）次のような知識及び技能を身に付けること。 

  (ア)二元一次方程式とその解の意味を理解すること。  

  (イ)連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること。 

  (ウ)簡単な連立二元一次方程式を解くこと。  

（２）次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。 

  (ア)一元一次方程式と関連付けて、連立二元一次方程式を解く方法を考察し表現すること。  

  (イ)連立二元一次方程式を具体的な場面で活用すること。 

（３）連立二元一次方程式について、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考

え、数学を生活や学習に生かそうとする態度や、問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を身に付ける。 

 

６ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①二元一次方程式とその解の

意味を理解している。 

②連立二元一次方程式の必要

性と意味及びその解の意味

を理解している。 

③簡単な連立二元一次方程式

を解くことができる。 

①一元一次方程式と関連付け

て、連立二元一次方程式を

解く方法を考察し、表現す

ることができる。 

②連立二元一次方程式を具体

的な場面で活用することが

できる。 

①連立二元一次方程式の必要性

と意味を考えようとしてい

る。 

②連立二元一次方程式について

学んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

③連立二元一次方程式を活用し

た問題解決の過程を振り返っ

て検討しようとしている。 



７ 指導と評価の計画 

[表〇]単元指導及び評価計画「連立方程式」 13時間【本時の展開１時間目】 

時 
小単元 

名 
〇学習問題（学習課題） ・学習内容 

波線下線…主たる対話的な学び 
評価の観点 主たる評価 

[観点](評価方法) 知 思 態 

１ 

本 

時 

連立方

程式と

その解 

〇二元一次方程式とその解の意味 

・自分の中学生の時のバスケットボールの試合

のデータを使って、２点シュート、３点シュ

ートの本数を求める方法を考える。 

・２つの文字をふくむ方程式を学習し、方程式を

成り立たせるＸとＹの組を求める。 

・二元一次方程式の解を求める方法を考え、そ

の解の表現方法を学習する。 
◎   

[知](行動観察) 

[思](行動観察) 

・変数が明確で立式

しやすい具体例を

通して、二元一次

方程式を立てさせ

る。 

・既習の一元一次方

程式と対比させな

がら、二元一次方

程式の解は変域が

数全体にあれば無

数にあることを理

解する。 

〇連立方程式とその解の意味 

・１つの事象が、２つの二元一次方程式で表すこ

とができる場面を考え、式に表す。 

・Ｘ、Ｙの値の組を代入することにより、連立

方程式の解であるか判別する。 

◎  〇 

[知](行動観察) 

[態](行動観察) 

・表を用いて、２つの

二元一次方程式の

解を求め、共通にな

っている解が連立

方程式の解である

ことをおさえる。 

・２つの二元一次方

程式を１組と考え、

両方の条件を満た

す解が、この連立方

程式の解となるこ

とを確認する。 

２ 

連立

方程

式の

解き

方 

〇加減法 

・鉛筆とノートを買う問題を、図を用いるなど

して、小グループで解き方を共有する。 

・等式の性質に帰着し、２つの二元一次方程式

から一元一次方程式を導く。 

・直接２つの式をたしたりひいたりすることに

よって、方程式を解く。 

・ＸとＹの係数がそろっていない連立方程式の

解き方を考える。 

〇 ◎  

[知]行動観察 

[知]小テスト 

[思]行動観察 

・２つの式をたした

りひいたりするこ

とにより、何が消

去できるのかをお

さえてから計算す

る。 

・消去する文字をあ

らかじめ考えて整



数倍するよう促

す。 

・消去する文字の係

数をそろえる必要

があることに気付

かせる。 

３ 

・ 

４ 

〇加減法 

・片方の式を整数倍するだけでは解く(文字を

消去する)ことができない連立方程式の解き

方を小グループで考える。 

◎   

[知]行動観察 

小テスト 

[思]行動観察 

・消去する文字をあ

らかじめ考えて整

数倍するよう促

す。 

 

 

 

 

 

５ 

〇代入法 

・文字を消去する方法として、代入法を理解す

る。 

・片方の式をＸやＹの式に変形してから代入法

を用いて解く。 

・それぞれの解を求める方法のよさや、共通点・

相違点について話し合う。 〇 ◎  

[知]行動観察 

小テスト 

[思]行動観察 

ノート 

・文字に式を代入す

ることにつまずき

やすいので、丁寧

に指導する。 

・代入法の良さを実

感させるため、代

入法を用いた方が

効果的な問題を行

う。 

６ 

・ 

７ 

〇いろいろな連立方程式 

・（ ）をふくむ連立方程式の解き方を小グル

ープで考え、解決する。 

・係数に分数をふくむ連立方程式の解き方を小

グループで考え、解決する。 

・Ａ＝Ｂ＝Ｃの形の方程式を、連立方程式の形

に直して解く。 

◎ 〇  

[知]行動観察 

小テスト 

[思]行動観察 

・一元一次方程式に

帰着し、()や小数、

分数のふくまない

方程式にすること

に気付かせる。 

・必ず両辺を整数倍

することを確認す

る。 



８ 

連立

方程

式の

利用 

〇連立方程式の利用 

・自然教室を例に挙げ、班の分け方の方法を考

える。 

・解き方の手順を確認する。 

(１)問題の中の数量関係を調べる。 

(２)文字を使って連立方程式に表し、解く。 

(３)解が問題にあっているか確かめる。 

・その他、身の周りの問題にも挑戦する。 

・文字であらわす数量を変えて、問題を解く。  〇 ◎ 

[知]小テスト 

[思]行動観察 

[態]行動観察 

・数量の関係が捉え

にくい場合は、絵

や図、言葉の式な

どでイメージを持

たせる。 

・「得点について」 

 「本数について」と

特定の数量につい

て着目させる。 

・解が問題に対して

適切かを確認す

る。 

 

 

９ 

・連立方程式を代金に関する問題など具体的な

場面で活用する。  ◎ 〇 

[知]小テスト 

[思]行動観察 

[態]行動観察 

10 

・連立方程式を割合に関する問題など具体的な

場面で活用する。  ◎ 〇 

[知]小テスト 

[思]行動観察 

[態]行動観察 

11 

・連立方程式を速さ・時間・道のりに関する問

題など具体的な場面で活用する。 

・問題文を一部変えて解くことで、解が問題に

あっているかどうか、その理由を小グループ

で考えて話し合う。 

 〇 ◎ 

[知]小テスト 

[思]行動観察 

[思]ノート 

[態]行動観察 

12 

・ 

13 
章末 

〇連立方程式とその解 

〇連立方程式の解き方 

〇連立方程式の利用 

◎ 〇  

[知]小テスト 

[思]行動観察 

[態]行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 本時（第１時）について 

（１）本時の目標 

  ①変数が明確な課題について、二元一次方程式を立てることができる。【知識及び技能】 

  ②既習の一元一次方程式と対比させながら、二元一次方程式の解は変域が数全体にあ

れば無数にあることを理解することができる。【思考力、判断力、表現力等】 
（２）本時の展開 

過程 
生徒の学習内容と活動 

波線下線部…主たる対話的な学び 
教師の指導・留意点 

◎指導や支援 ◆評価(評価方法) 
導入 

７分 
１．バスケットについて 

・先生の中学時代のバスケットの試合のゴール集

を見る。 

・先生はこの日、３０点取ったことを知る。 

・２点シュートと３点シュートをそれぞれ何本決

めた予想する。 

 

◎バスケットの試合を見せ、本時の

内容をイメージさせやすくする。 

 

◎２点シュートと３点シュートを

それぞれ何本決めたと思うか問

いかける。 

展開 

４０

分 

２．課題提示 

２点シュート、３点シュートを 

それぞれ何本決めたか？ 

 

３．表にまとめる。 

・２点シュートと３点シュートの本数の関係を表

を用いてあらわす。 

① 
２点 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

３点 １０ × × ８ × × 

 
２点 ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

３点 ６ × × ４ × × 

 
２点 １２ １３ １４ １５ 

３点 ２ × × ０ 

 

 

４．点数の関係を文字式で表し、二元一次方程式

について知る。 

・文字であらわす前に、表の具体的な数字を使っ

て等式で表す。 

 ２ × ９ ＋ ３ × ４ ＝ ３０ 

・２点シュートをＸ本、３点シュートをＹ本決め

て、３０点取ったことを等式で表す。 

 ２ × Ｘ ＋ ３ × Ｙ ＝ ３０ 

・２種類の文字を使った方程式を二元一次方程式

ということを知る。 

 

◎机間指導を行い、学習課題の把握

を確認する。 

 

 

◎数の組み合わせで色々なパター

ンが出てきたときに、一目でわか

りやすくするには何を使えばよ

いか問いかける。 

 →表を使うと効率がよく、見やす

いことを伝える。 

◎例として二つほど、全体で取り組

む。(×があるのとないのを一つ

ずつ) 

◎答えを発表させる。また、なぜそ

の答えなのか、理由も聞く。 

 

 

 

◎具体的な数字を用いて、式の形に

着目させ、方程式を考えやすくす

る。 

◎わからない数量が二つあるため、

文字を２種類使うことを伝える。 

 

◎Ｘ、Ｙを用いた式で表すことを知

らせる。 



・しかしこれだけでは、どの本数が正しいのか導

き出すことができないと気付く。 

 

 

 

 

５．本数の関係を文字式で表す。 

・２点シュートをＸ本、３点シュートをＹ本、合

わせて１０本決めたことを等式で表す 

 Ｘ ＋ Ｙ ＝１１ 

② 

Ｘ ０ １ ２ ３ ４ ５ 

Ｙ １１ １０ ９ ８ ７ ６ 

 

Ｘ ６ ７ ８ ９ １０ １１ 

Ｙ ５ ４ ３ ２ １ ０ 

 

・①と②の表に共通するＸとＹの値があることに

気づく。 

・その結果、２点シュートが３本、３点シュートが

８本決まって３０点取ったとわかる。 

 

 
 

 

６．わかったことをまとめる。 

・２つの二元一次方程式に共通する組の値を連立方

程式の解という。 

 

◎点数の式だけでは２つの数が特

定できないことに気付かせる。 

◎表を見たときに、二元一次方程式

の解が無数にあることを強調す

る。 

 

 

◎２点シュートと３点シュートの

決めた本数を合わせたら１１本

だったことを思い出したと伝え

る。 

◎２つの表に共通する値の組はた

だ１つであることに気付かせる。 

 

◆変数が明確な課題について、二元

一次方程式を立てることができ

る。(行動観察) 
【知識及び技能】 

◆既習の一元一次方程式と対比さ

せながら、二元一次方程式の解は

変域が数全体にあれば無数にあ

ることを理解することができる。 
(行動観察) 

【思考力、判断力、表現力等】 

 

 

◎二元一次方程式には無数の解が

あるが、２つの式を連立すること

で、解を１つに特定できることに

気付かせる。 

 
まとめ 
３分 

７．次回の学習内容を知る。 

・簡単に連立方程式の解を求める方法を考えよう。 
 

◎縦書きの足し算・引き算の話をし

て、思い出させる。 

 

 

（３）本時の評価 

①変数が明確な課題について、二元一次方程式を立てることができるか。 
【知識及び技能】 

  ②既習の一元一次方程式と対比させながら、二元一次方程式の解は変域が数全体にあ

れば無数にあることを理解することができるか。 
【思考力、判断力、表現力等】 



 

 

 

（４）板書計画 

 

２章 連立方程式   

それぞれ何本シュートを決めたか 

 

 2×9＋3×4＝30 

2Ｘ＋3Ｙ＝30 
２種類の文字を使った方程式を 

二元一次方程式という。 

◎シュートを決めた本数は11本だった！ 

 2点シュートをＸ本、３点シュートをＹ本 

 Ｘ＋Ｙ＝10 これも二元一次方程式  二つの二元一次方程式の組を連立方程式という。 

                     二つの二元一次方程式のどちらも成り立たせる文字の値の組 

                                                →連立方程式の

解という。 

 

２

点 
０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

３

点 
10 × × ８ × × ６ × 

Ｘ 0 1 2 3 4 5 

Ｙ 11 10 9 8 7 6 

Ｘ 6 7 8 9 10 11 

Ｙ 5 4 3 2 1 0 ２

点 
８ ９ 10 11 12 13 14 15 

３

点 
× ４ × × ２ × × ０ 




